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1．はじめに 

現在，日本の交通事故の半数以上は交差点および

交差点付近で発生している．事故類型別に見てみる

と出会い頭事故が最も多く，道路形状別では無信号

交差点での事故が多い傾向にある 1)．これらの対策

として，欧米では，比較的交通量の少ない交差点制

御にラウンドアバウト(以降，RBT)が導入されている．

近年，日本では RBT 導入のために，様々な技術的検

討 2)が行われている．しかしながら，RBT における

歩行者の安全性に関する検討事例は少ない．  

そこで，本研究では走行調査を行い，ドライバー

の安全確認動作，走行特性に着目して分析を行うこ

とで，RBT の横断歩道付近での歩行者の安全性につ

いて検証する． 

 

2．調査概要 

本研究では，長野県飯田市吾妻町にある RBT 交差

点(図-1)にて，表-1 に示す走行調査を行い，データ

を取得している．両実験ともに，4 名の被験者に図-2

に示す経路で走行させている．安全確認に関して，

被験者には走行中に各流入出部での横断歩道視認時

と横断歩道直近での安全確認時に合図を出してもら

い，映像，車両挙動データと同期させている．また，

走行調査と併せて，各流入出部での安全確認のしや

すさに関して，4 段階(1:しやすい～4:しにくい)の利

用者評価アンケートを行っている．なお，実験 B の

実施前に横断歩行者感知式注意喚起システム(以降，

発光鋲)4)が図-1 に示す位置に設置されている．本稿

では，発光鋲点灯による安全確認動作，車両挙動へ

の影響についても検証する． 

 

3．アンケートを用いた走行性能評価 

まず，RBT 走行時の走行特性と利用者評価につい

て分析する．なお本稿では，各流入部では停止線ま

での距離，流出部では走行速度と安全確認動作との

関係に着目する．ここで，流入出部状況例を図-3に，

流入部安全確認位置と安全確認のしやすさに関する

評価の結果を図-4 に，流出部安全確認時の速度の平

均値と安全確認のしやすさに関する評価の結果を図

-5 に示す．なお，本研究では，各流入部の停止線を

0m とし，進行方向を正として分析している． 

図-4 より，南部から流入した際の評価値が低く，

安全確認位置も停止線から近いことが読み取れる．

これは，図-3(a)より，横断歩道左側にある植栽によ

り横断歩道付近の見通しが悪く，停止線直前までに

おいて安全確認ができないことが要因と考えられる．

また，両者の相関係数が 0.66 であり安全確認位置が

  
 

 

 

 
 

図-4 流入部の安全確認位置とアンケート評価 
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表-1 走行調査概要

図-1 RBT 概要 3) 
(d)南西流出部 

図-3 流入出部状況例

(a)南流入部 

(b)南西流入部 

図-2 走行経路 

(c)北流出部 
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横断歩道から遠いと利用者評価が高いことが分かる．

よって，流入部の視認性を改善することで横断歩道

上の歩行者の早期発見につながり，流入部横断歩道

付近の利用者評価を高められると考えられる．南西

部については，安全確認位置が他流入部と同程度で

あるが，評価が低い結果となった．この点について

は，さらに，要因分析が必要である． 

また，図-5 より，西部以外の全流出部において実

験 B のアンケート評点が向上している．このことか

ら，実験回数を重ねるにつれて，被験者が RBT を走

行することに慣れていることが分かる．さらに，南

西部では，評価向上に加え，走行速度が減少してい

る．これは，発光鋲設置により，上流で歩行者を発

見できているためと推察される． 

 

4．流入リンクでの横断歩道視認位置に関する分析    

次に，横断歩道上流リンクを走行中に発光鋲が発

光することによるドライバーの横断歩道視認タイミ

ングの変化を検証する．ここで，各流入部における

横断歩道視認位置の平均値を実験 A(発光鋲無)，実験

B 発光鋲非発光時(以降，非発光)，実験 B 発光鋲発光

時(以降，発光)別に集計した結果を図-6に示す． 

非発光と発光を比較すると，南西部では発光した

際，より離れた位置で横断歩道を視認できているこ

とが分かる．一方，北部では発光より非発光の方が

上流にて視認できる結果となった．これらについて

は，今後，発光タイミングと視認時間差との関係な

ども含めて分析を行う． 

 

5．流出直前での走行速度の比較分析 

ここでは，流出直前に発光鋲発光時と非発光時で，

走行速度に差が生じているかどうかを検証する．北

部および南西部における発光時と非発光時の走行速

度の基本統計量と差の検定結果を表-2に示す．  

これより，安全確認時では北部(図-3(c))，南西部

(図-3(d))ともに有意な差があることが分かる．これ

は，発光鋲を設置したことで横断歩道を注意深く確

認するようになり走行速度が低下したと考えられる．  

 

6．おわりに 

 本稿では，RBT にて走行調査を行い，ドライバー

の安全確認動作，車両挙動から横断歩道付近での歩

行者の安全性について検証した．その結果，流入時

の視認性を改善することで，横断者の早期発見や走

行性評価を高められる可能性があること，また，流

出直前の安全確認時に発光鋲が発光すると速度の抑

制効果があることが明らかとなった．今後の課題と

して，各流入出部での首ふり動作に着目した分析を

行うこと，また，発光鋲システム設定と安全確認動

作との関係について検証することが挙げられる． 
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図-5 流出部安全確認時の速度とアンケート評価 

図-6 流入部における横断歩道視認位置の平均値 

 

表-2 走行速度の基本統計量と差の検定結果 

 
＊：有意差あり(P<0.05) 
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